
DATA FILE I蕪’ 
名 前 VA RISC lIE （バリシアイト）！バリシア石 

円化 「学 
（組 七成 川P04・2H20 

色 無色～緑色 

光 沢 ガラス光沢、脂肪光沢 
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鉄を微量に含んだ、 

緑色のバリシア石。 

微細な結晶が皮殻状や 

球状の集合体になって 

あらわれる。また、ま 

れに八面体の結晶で産 

することもある。 

石英、銀星石、クランダ 

ル石、メタバリシア石、 

燐灰石などと共生する。 
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バリシア石 
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ガラスのような光沢を持 

つが、撤密な結晶の集合 

体では脂肪のような光沢 

になる0 

男開は完全で、ハン 

マーでたたくと不規 

則な断口を示す。 

鉱物名は、ドイツにあ 

る原産地の古い地名 

「バリシア」にちなん 

で名づけられた。 
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問蓮えられやすい鉱物 

微細な結晶の集合体であらわれ、まれに八面 

体の結晶形が見られることもあるバリシア石は、 

やわらかく傷つきやすいため、装飾品には利用 

できないが、鑑賞用の宝石に加工される。結晶 

が緑色になるのは、化学組成中のアルミニウム 

の一部が微量な鉄に置きかえられるため。色合 

いの似たアマゾナイト、珪孔雀若、トルコ若な 

どに間違えられやすく、かつてオーストラリア 

のクイーンズランド州で発見されたものが、バ 

リシア石だとは気づかれず、誤って「オースト 

ラリア・トルコ石」と名づけられてしまったこ 

ともあるという。また、共生するメタバリシア 

石とは多形の関係で、化学組成は同じだが、バ 

リシア石は斜方晶系、メタバリシア石は単斜晶 

系と、結晶構造が異なっている。 

主にアルミニウムを含む岩石とリン酸を含む 

熱水の作用で生成したり、熱水鉱脈中の空隙か 

ら産出するバリシア石は、世界各地で見つかっ 

ているものの、その量は少ない。ちなみに、日 

本では金銀鉱脈の空隙に小さな針状結晶の集塊 

で産したことがある。 

ト脂肪のような光沢があらわれ 

たバリシア石。 
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取り扱いに要注意 

バリシア石は、磨くことで緑色の独特な色合いが失われることがあるう 

えに、手の油やアルコールなどを議辰し、色力魂せる場合もあるので要注 

意。また、熱に弱い性質を持つので、横勤こ取り扱うことが大切だ。 
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J 静岡県河津鉱山など 

で採掘された。 

オーストラリァ圏 

アメリカ些 
ネバダ州やユタ州 

で質の良い結晶が 

産出する。 

ブラジル． 

▼ガラスのような光沢があらわれ 

たバリシア石。 
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